
2020.6 市報 ぎょうだ

開館時間　午前9時～午後5時（当面の間短縮します）　
休 館 日　6月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪
　　　　　・29日㈪・30日㈫、7月6日㈪・13日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama.jp
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末
日
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に
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住
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氏
名
（
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り
が
な
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電

話
番
号
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記
の
上
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が
き
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封
書
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。
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だ
さ
い
。

 
荒
木 

手
島
　
一
海

で
き
る
だ
け
明
る
く
籠
り
柏
餅

 

富
士
見
町 
江
利
川
敏
夫

五
月
休
自
粛
ま
ぎ
ら
す
臨
書
か
な

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

校
庭
に
声
は
戻
ら
ず
葉
桜
に

 

棚
田
町 

深
野
美
智
子

花
見
え
る
場
所
に
遺
影
を
移
し
け
り

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

無
沙
汰
詫
び
新
茶
持
参
の
客
来
た
る

 

門
井
町 

塚
原
　
武
夫

陋
居
と
て
柿
若
葉
あ
り
空
青
し

 

藤
原
町 

小
川
千
代
子

外
出
に
孫
の
手
づ
く
り
柄
マ
ス
ク

 

須
加 

天
沼
　
広
吉

三
密
の
コ
ロ
ナ
騒
動
夏
に
入
る

 

南
河
原 

中
原
　
定
子

の
ど
け
し
や
時
間
た
っ
ぷ
り
パ
ズ
ル
解
く

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

広　場

新　着　図　書

6 月 3 日から図書館サービスを一部再開します

＜CD＞
・ THE LAST　TOKYO SKA PARA
　DISE ORCHESTRA／演奏
・ これだけは知っておきたい50曲の
アニメソング  弘田三枝子 他／演奏
・松之丞講談　神田松之丞／口演
・THE BEST　辻井伸行／演奏
・all this time　STING／演奏

今月のおすすめDVD・CD

課題図書の貸出・予約
　夏休みは課題図書の利用が多くなります。よ
り多くの方に利用していただくため、次の期
間は貸出期間と貸出・予約冊数を制限します。

▶ 貸出・予約制限期間
　7月1日㈬～ 8月16日㈰
▶ 対象図書　
　 第66回青少年読書感想文全国コンクール課
題図書
▶貸出期間　1週間
▶貸出冊数　
　予約・貸出ともに一人2冊まで

＜DVD＞
・あん
・終わった人
・わたしを離さないで
・ ざんねんないきもの
辞典
・ トイストーリー 
　謎の恐竜ワールド

・ 子どもが学校に行きたくないと言ったら読む本　菅野純／
監修
・日本のカエルフィールドガイド　カエル探偵団／編集
・アニメ業界就職ガイド　Newtye編集部／編集
・日本遺産1　文化庁・日本遺産連盟／協力
・ 3びきのかわいいオオカミ　ユージーン・トリビザス／文、
ヘレン・オクセンバリー／絵、こだまともこ／訳

　
漢
詩
や
和
歌
を
中
心
に
、
独
特
の
節
回
し
で
歌
う
詩

吟
（
吟
詠
）。
今
回
は
、「
に
っ
ぽ
ん
吟
と
舞
の
会
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
本
部
決
戦
大
会
」
で
優
勝
し
た
靏
間

美
津
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
好
き
と
語
る
靏
間
さ

ん
は
、
36
歳
の
と
き
に
市
内
の
青
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
で

剣
道
を
始
め
、
剣
道
三
段
を
取
得
す
る
腕
前
で
し
た
。

そ
れ
に
変
わ
る
趣
味
と
し
て
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
鶴

間
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
高
校
に
入
学
す
る
と
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
決
め
の
場
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
を
卒
業
す
る
保
護

者
の
中
に
、
詩
吟
を
指
導
し
て
い
る
先
生
と
偶
然
に
も

出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
悩
ん
だ
末
、
ち
ょ
う
ど

60
歳
に
な
る
区
切
り
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
退
部

す
る
や
い
な
や
、
先
生
が
所
属
す
る
「
吟
詠
誠
風
会
」

に
加
入
し
、
漢
詩
を
中
心
に
詩
吟
を
習
い
始
め
ま
す
。

　
始
め
た
当
初
、
靏
間
さ
ん
は
「
先
生
か
ら
よ
く
声
に

つ
や
が
な
く
、
色
気
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
」
と

苦
笑
い
し
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。
や
る
か
ら
に
は
全

力
で
臨
む
靏
間
さ
ん
は
、
毎
日
1
時
間
ほ
ど
、
腹
式
呼

吸
を
意
識
し
な
が
ら
発
声
や
ア
ク
セ
ン
ト
、
音
階
な
ど

を
正
確
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
練
習
し
ま
し

た
。
ま
た
、
詩
の
情
景
や
詠
わ
れ
て
い
る
心
情
を
心
の

底
か
ら
吟
じ
る
べ
く
、
古
今
の
漢
詩
を
一
か
ら
勉
強

し
、
分
か
ら
な
い
漢
字
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
、
辞
典

を
引
い
て
調
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。
詩
吟
の
採
点
基
準

は
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
一
部
で
も
詩
を
間
違
う

と
、
失
格
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詩
を
見
な
が
ら

詠
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
靏
間
さ
ん
は
「
リ
ス
ク
よ

り
も
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
」と
、自
宅
で
声
を

出
し
な
が
ら
、
詩
文
を
繰
り
返
し
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し

脳
裏
に
焼
き
付
け
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
が
実
を
結
び
、
詩
吟
を
始
め
て
1
年
足
ら
ず

で
全
国
詩
吟
選
手
権
全
国
決
戦
大
会
に
出
場
し
、
吟
者

が
夢
見
る
江
戸
東
京
博
物
館
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
30
年
6
月
に
は
、
に
っ
ぽ

ん
吟
と
舞
の
会
主
催
の
「
に
っ
ぽ
ん
吟
と
舞
の
会
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
本
部
決
戦
大
会
」
で
、
見
事
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。「
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
る
先
生
に
少

し
で
も
良
い
成
績
で
恩
返
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
今
後
は
、
漢
詩
の
他
、
和
歌
も
学
び
大
会
で
披
露
し

て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
靏
間
さ
ん
。
こ
れ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
今
で
は
切
り
絵
に
も
興
味
を
持
ち
、
時
間
を
見

つ
け
て
は
独
学
で
数
多
く
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
『
挑
戦
』
す
る
姿
勢
を
持
ち
続

け
た
い
で
す
。
た
と
え
、
始
め
た
こ
と
が
上
手
く
い
か

な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
話
す
鶴
間
さ
ん
の
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
道
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

何
事
に
も
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
の
舞
台
へ

靏
間  

美
津
子 

さ
ん
（
埼
玉
・
65
歳
） 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、6月2日㈫まで臨時休館していましたが、6月3日㈬から当面の間

特設窓口を設置し、予約資料の貸し出しを行います。なお、来館者の集中を避けるため、図書館から予約資料の
準備ができたことの連絡を受けてから来館してください。詳細は、図書館ホームページをご覧ください。

▶時　　間　午前9時～午後5時
▶場　　所　「みらい」談話コーナー
　　　　　　※図書館内への立ち入りはできません。
▶利用できるサービス　
　・予約資料の貸し出し
　・資料の返却
　・利用登録、登録内容変更、利用カード再発行

▶休止するサービス　　　
　・館内資料の閲覧、視聴
　・レファレンスサービス
　・資料のリクエスト
　・コピーサービス
　・インターネットの利用
　・おはなし会、映画会など各種イベント

　市内の私立幼稚園では、地域子ども・子育て支援
事業として各園で未就園児を対象に園庭開放や親子
教室を行っています。親子一緒に気軽に遊びにお出
掛けください。
※詳細は、各幼稚園へ問い合わせください。

▶申し込み・問い合わせ　
幼稚園が行う子育て支援事業

園　　名 所在地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―5 554―5169

富士見ケ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごうこども園 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001


